　　　　　　　　　　     中小企業信用保険法第２条第５項第５号（イ）　共通添付資料
世田谷区長　あて　　　　　　　　　　　　　申請者名：　　　　　　　　　　　　　　
　１)第５号(イ)－①②③共通　　　　　　　　(イ)－①は1)・2)、②は1)・3)、③は1)・4)を記入すること。　　　　　 　　　　　
	業種名(できるだけ詳しく記入　※２)
△　兼業者(2つ以上の細分類業種を営んでいる)の場合で、指定業種と非指定業種に分かれているときは、売上高がそれぞれ区分されていなければ認定できません。
	(a)最近３か月の

売上高(※3・4)

(  月～   月)　　　
	(b)　(a)の前年同期の売上高
(※4)
(  月～  月)
	(c)最近1年間
(決算期)の売上高(※4)
	(d)構成比



	主たる業種(※1)　

(指定・非指定)
	C 　　　　　円　
	D       　円
	円
	　　　％

	(指定・非指定) 　　　 
	　　　　　　円
	　円
	円
	　　　％

	(指定・非指定)　　　 
	　　　　　　円
	　円
	円
	　　　％

	(指定・非指定)　　　
	　　　 円
	円
	円
	　　　％

	(指定・非指定)
	　　　 円
	円
	円
	　　　％

	企業全体の売上高　
	A 　　　　　円　
	B       　円
	円
	　　　％


　　２)第５号(イ)－①企業全体の売上高の減少率　　　　(Ｂ－Ａ)／Ｂ×１００＝　　　　　　　　％(※5)
　　３)第５号(イ)－②主たる業種の売上高の減少率 　　 (D－Ｃ)／Ｄ×１００＝ 　　　　　　　　％(※5)　
　　　　　　　   　 企業全体の売上高の減少率　   　 (Ｂ－Ａ)／Ｂ×１００＝　　　　　　　　％(※5)　
    ４)第５号(イ)－③売上高が減少している指定業種　　最近３か月の売上高の合計(Ｅ)　　　　　 　 円　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ｅ)の前年同期の売上高の合計(Ｆ)　　　　     円

　　　　　　　　　　指定業種の売上高の減少　　　　　Ｆ－Ｅ＝　　　　    　　　　　   　　 　  円　

　　　　　　　　　　前年の企業全体の売上高に対する指定業種に属する事業の売上高の減少額の割合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ｆ－Ｅ)／Ｂ×１００＝　　　　　　　％(※5)
　　　　　　　　　　企業全体の売上高の減少率  　　　　(Ｂ－Ａ)／Ｂ×１００＝　　　　　　　％(※5)　　　　　　　　　
※１　最近1年間の売上高が最も大きい事業の属する業種(主たる業種)を記入します。
5号(イ)－①②の場合、主たる業種が指定業種であることが必要です。
　※２　5号(イ)－③の場合、指定・非指定どちらかに○を付けて業種名を記載するか、日本標準産業分類の細分類番号と業種　　

　　　　名を記載してください。指定業種・非指定業種それぞれ売上高が区別されていれば、指定業種・非指定業種ごとに売上高が合算されていても差し支えありません。
　※３  最近３か月とは申請月の前4か月のうちの連続した３か月です。例)11月申請⇒7・8・9月または8・9・10月で比較。
　※４　売上高は1円単位まで記載してください。　
　※５　小数点以下第2位まで(以下切捨て)記載してください。
　　上記のとおり、相違ありません。
　　　住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
関与税理士名：登録番号　　　　　　　　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
